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１ 計画策定の趣旨 



２ 計画の位置付け 
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４ 国の取組 

① 「つくる／はぐくむ」:既存の枠組みや考え方のみに捉われず、見直し・改善し、最も適

切・有効な、個々の状況等に応じた方法やルールを考え出したり、創り出す。 

② 「あつまり、ともに、つながる」:様々な立場にある人々が、「ともに」活動し、「つながり」

を感じながらスポーツを楽しめる社会の実現を目指す。 

③ 「誰もがアクセスできる」:年齢や性別、障害、経済的事情等によって、スポーツを諦め

たり、途中で理不尽・非合理にはなれないような社会の実現を目指す。 

① 多様な主体におけるスポーツの機会創出 

② スポーツ界における DX の推進 

③ スポーツによる健康増進 

④ スポーツによる地方創生、まちづくり 

⑤ スポーツを通じた共生社会の実現 

⑥ スポーツの推進に不可欠な「ハード」「ソフト」「人材」 

⑦ スポーツを実施する者の安全・安心の確保 など 

図表 3 国の取組 

出典:第３期スポーツ基本計画（R４スポーツ庁）  



５ 県の取組 

■ 基本理念 

スポーツの力でひらくみやぎの未来! 

■ 目指す姿 

全ての宮城県民があらゆるライフステージにおいてスポーツに親しみ、ともに活動することで、

「人と人」、「地域と地域」のつながりを感じ、スポーツの価値を共有しながら夢と希望に満ちた

生活を送ることができる活力ある「みやぎ」を目指します。 

■ 基本方針 

 スポーツによる健康増進 

 スポーツによるまちづくり 

 スポーツによる共生社会の実現 

 スポーツによる感動の創出と誇りの醸成 

図表 4 県の取組 

出典:第２期スポーツ推進計画（R５宮城県） 



＜コラム：本計画における「スポーツ」の捉え方ともたらす効果＞ 


